
―４――５― りくぜんたかた市議会だより 第１１３号 ＲＩＫＵＺＥＮＴＡＫＡＴＡ ＣＩＴＹ ＣＯＵＮＣＩＬ ＮＥＷＳ　№１１３

議
員
質
疑 

一
部
を
紹
介

質　

避
難
所
に
お
け
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
の
物
品
購

入
の
内
容
は
。

答　

避
難
世
帯
ご
と
に
飛
沫
感
染

を
防
止
す
る
た
め
の
パ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
、
空
気
清
浄
機
、
一
度
に
大

勢
の
体
温
測
定
す
る
た
め
の
サ
ー

モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
な
ど
で
あ
る
。

質　

感
染
対
策
を
し
た
避
難
所
に

は
十
分
な
避
難
ス
ペ
ー
ス
は
あ
る

の
か
。

答　

定
員
の
３
分
の
１
か
ら
４
分

の
１
程
度
に
な
る
と
試
算
し
て
い

る
。

質　

地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
事
業

の
増
額
補
正
内
容
は
。

答　

地
域
経
済
循
環
の
調
査
、
地

場
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の
た
め
東

京
丸
の
内
の
シ
ョ
ッ
プ
や
レ
ス
ト

ラ
ン
と
商
品
開
発
し
、
テ
ス
ト

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
す
る
業
務
委

託
で
あ
る
。

質　

復
興
整
備
事
業
の
進
捗
は
。

答　

今
泉
北
地
区
の
埋
設
物
撤
去

工
事
は
本
年
度
内
に
完
了
予
定
で

あ
る
。

質　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

は
、
就
職
氷
河
期
世
代
活
躍
支
援

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
活
用
し
た

も
の
で
あ
る
が
、
事
業
対
象
は
就

職
氷
河
期
世
代
の
方
々
に
限
定
さ

れ
る
の
か
。
ま
た
、
昨
今
の
情
勢

の
中
で
支
援
員
の
重
要
性
が
増
し

て
い
る
が
、
委
託
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

答　

世
代
を
問
わ
ず
受
け
付
け
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
委
託
に
関

し
て
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
を
予

定
し
て
い
る
。

質　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
中
小
企
業
持
続
化
支
援
事

業
の
対
象
と
な
る
事
業
者
数
は
。

ま
た
、
申
請
方
法
は
。

答　

４
５
０
事
業
者
を
想
定
し
て

い
る
。
前
年
同
月
に
比
べ
10
％
以

上
の
収
入
減
と
な
っ
た
こ
と
を
証

明
す
る
書
類
を
お
持
ち
い
た
だ

く
。
５
月
の
事
業
者
ア
ン
ケ
ー
ト

の
際
に
お
お
む
ね
把
握
を
し
て
い

る
の
で
、
申
請
期
間
後
に
申
請
漏

れ
と
思
わ
れ
る
事
業
者
が
い
た
場

合
は
市
役
所
か
ら
も
声
掛
け
を
し

て
い
く
。

質　

商
店
街
活
性
化
支
援
事
業
の

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
（
電
子
看

板
）
の
使
い
方
と
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ョ
ッ
プ
案
内
看
板
新
設
工
事
の

内
容
は
。

答　

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
は
ま

ち
な
か
の
店
舗
の
宣
伝
、
公
共
イ

ベ
ン
ト
の
案
内
、
観
光
客
に
向

け
て
の
ま
ち
な
か
の
魅
力
発
信

に
使
っ
て
い
く
。
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ョ
ッ
プ
の
看
板
に
つ
い
て
は
人

通
り
が
あ
り
、
効
果
的
と
思
わ
れ

る
箇
所
に
１
基
設
置
す
る
予
定
で

あ
る
。

質　

観
光
物
産
施
設
管
理
事
業
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
事
業
助
成
金
の
内
容
は
。

答　

市
か
ら
施
設
閉
鎖
の
要
請
を

受
け
た
施
設
の
う
ち
利
用
料
金
制

に
よ
り
管
理
を
行
っ
て
い
る
二
又

復
興
交
流
セ
ン
タ
ー
、
玉
山
休
養

施
設
、黒
崎
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー
、

道
の
駅
高
田
松
原
の
指
定
管
理
者

を
想
定
し
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
で
収
入
が
見
込
め
な
い

こ
と
に
よ
り
、
維
持
管
理
費
、
人

件
費
を
補
う
た
め
予
算
を
計
上
し

た
。
国
、
県
の
各
種
助
成
金
の
申

請
を
し
て
な
お
不
足
す
る
際
に
協

力
金
と
す
る
予
定
。

質　

都
市
公
園
管
理
事
業
の
増
額

補
正
の
具
体
的
な
内
容
は
。

答　

令
和
元
年
の
台
風
で
枝
が
折

れ
て
し
ま
っ
た
奇
跡
の
一
本
松
の

修
理
費
で
あ
る
。
奇
跡
の
一
本
松

の
修
理
費
に
つ
い
て
は
、
国
と
協

定
を
結
ん
で
お
り
、
こ
の
た
び
国

と
の
協
議
が
整
っ
た
の
で
修
理
費

を
計
上
し
た
。

質　

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
事
業

が
減
額
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
の

財
源
の
扱
い
は
。

答　

財
源
は
特
別
交
付
税
で
あ

り
、
事
業
実
施
は
し
て
い
な
い
た

め
交
付
は
な
い
。
来
年
度
正
式
に

開
催
と
な
れ
ば
必
要
と
な
る
事
業

費
を
計
上
し
、
交
付
税
措
置
を
受

け
る
見
込
み
で
あ
る
。

質　

教
育
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推

進
事
業
は
、
教
育
に
お
け
る
無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備
と
い
う
こ
と
で
あ

る
が
具
体
的
に
は
。

答　

２
０
２
３
年
度
ま
で
に
児
童

生
徒
１
人
１
台
端
末
を
配
布
す
る

と
い
う
国
の
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
」が
以
前
か
ら
あ
っ
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
情
勢
か

ら
本
年
度
中
に
整
備
を
進
め
る
と

い
う
方
針
に
変
わ
り
、
予
算
計
上

し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　

条
例
案
９
件
と
各
種
補
正
予
算
案
４
件
を
審
査
し
た　

　

予
算
等
特
別
委
員
会
の
議
員
質
疑
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。

な
く
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
か
ら
課
題
や

問
題
の
指
摘
は
な
い
。

質　

市
内
小
中
学
校
に
お
け
る
マ

ス
ク
の
充
足
状
況
と
マ
ス
ク
着
用

に
よ
る
学
校
等
運
営
へ
の
影
響
は

ど
う
か
。

答　

地
域
か
ら
の
寄
贈
分
を
含

め
、
教
育
委
員
会
を
通
じ
て
配
布

し
て
お
り
、
現
時
点
で
は
充
足
し

て
い
る
。
ま
た
、
国
の
衛
生
管
理

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
従
い
、
合
唱
な
ど

一
部
の
授
業
で
制
約
を
受
け
て
い

る
中
で
活
動
し
て
い
る
。

質　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
感
染

症
対
策
の
状
況
は
ど
う
か
。

答　

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
や
マ
ス

ク
な
ど
必
要
物
品
の
配
布
と
ア
ル

コ
ー
ル
消
毒
液
の
補
充
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
。
手
指
消
毒
の
徹
底

や
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス

（
社
会
的
距
離
）
へ
の
対
応
な
ど

可
能
な
限
り
相
互
の
接
触
機
会
を

回
避
す
る
よ
う
対
策
を
お
願
い
し

て
い
る
。

質　

感
染
症
に
伴
う
事
業
者
の
影

響
調
査
結
果
に
よ
る
と
、「
将
来

へ
の
経
営
に
影
響
が
あ
る
」
と
答

え
た
割
合
が
約
78
％
に
及
ぶ
が
、

こ
の
結
果
を
今
後
の
支
援
策
に
ど

う
生
か
し
て
い
く
の
か
。

答　

調
査
結
果
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
イ
ー
ク
直
後
か
ら
２
週
間
程
度

の
期
間
で
得
た
も
の
で
あ
る
。
そ

の
後
に
発
生
し
た
新
た
な
影
響
も

把
握
し
な
が
ら
、
具
体
的
な
支
援

策
を
検
討
し
て
い
く
。

質　

国
の
持
続
化
給
付
金
の
支
給

対
象
外
と
な
る
法
人
へ
の
支
援
を

ど
う
し
て
い
く
か
。

答　

現
在
、
当
該
法
人
が
市
内
に

ど
れ
ほ
ど
あ
る
か
を
調
査
し
て
お

り
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
、
市
独

自
の
支
援
策
を
検
討
し
て
い
く
。

質　

市
内
宿
泊
客
の
誘
致
策
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答　

国
の
「
Ｇo
Ｔo
ト
ラ
ベ
ル

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
」
と
の
タ
イ

ア
ッ
プ
企
画
を
検
討
し
て
お
り
、

そ
れ
を
通
じ
て
、
本
年
の
夏
場
に

向
け
、
市
外
か
ら
の
宿
泊
客
の
誘

致
拡
大
を
図
っ
て
い
く
。

質　

財
政
調
整
基
金
は
、
将
来
の

財
源
不
足
に
備
え
て
一
定
額
を
保

持
す
る
必
要
が
あ
る
。
最
終
年
と

な
る
復
興
関
連
事
業
へ
の
対
応
に

加
え
、
今
回
の
感
染
症
対
策
の
実

施
に
当
た
り
、
同
基
金
を
ど
う
運

用
し
て
い
く
の
か
。
ま
た
、
近
隣

市
町
村
と
同
規
模
の
支
援
策
が
望

ま
れ
る
が
ど
う
か
。

答　

同
基
金
の
現
残
高
は
約
35
億

円（
昨
年
度
末
）で
あ
り
、本
市
の

標
準
財
政
規
模（
約
65
億
円
）を
基

準
に
し
た
適
正
額
（
約
６
億
５
千

万
円
）
を
大
幅
に
上
回
る
状
況
に

あ
る
。
復
興
関
連
事
業
へ
の
対
応

を
見
込
ん
だ
上
、
今
回
の
よ
う
な

突
発
的
な
事
態
へ
の
同
基
金
の
活

用
は
適
正
で
あ
る
と
の
認
識
の
下
、

一
定
規
模
の
支
援
策
の
実
施
は
可

能
で
あ
る
と
考
え
る
。
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
な
ど
国
の
支
援
策
を

最
大
限
に
活
用
し
た
上
で
、
総
合

的
に
判
断
し
、
国
の
支
援
が
行
き

届
か
な
い
施
策
を
講
じ
て
い
く
。

ま
た
、
他
市
町
村
の
動
向
も
踏
ま

え
な
が
ら
、
同
規
模
の
支
援
が
で

き
る
よ
う
対
応
を
検
討
す
る
。

委
員
間
で
意
見
交
換

　

委
員
間
の
意
見
交
換
で
「
陸
前

高
田
商
工
会
か
ら
要
望
書
が
出
さ

れ
た
。
内
容
を
見
る
と
、
本
市
は

復
興
途
上
で
あ
り
、
国
に
対
し
て

意
見
書
提
出
の
発
議
を
す
る
べ
き

で
は
」
と
の
意
見
に
賛
成
の
旨
の

発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
を
踏
ま
え
、
国
に
対

し
て
感
染
症
対
策
の
推
進
を
求
め

る
意
見
書
（
７
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

を
提
出
す
る
方
向
で
取
り
進
め
、

要
望
事
項
に
つ
い
て
は
、
各
常
任

委
員
会
で
協
議
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　

こ
の
審
査
会
は
、総
務（
中
野
貴

徳
委
員
長
、委
員
６
人
）、
教
育
民

生（
蒲
生
哲
委
員
長
、
同
）、
産
業

建
設（
鵜
浦
昌
也
委
員
長
、同
）
の

三
つ
の
常
任
委
員
会
で
構
成
。
感

染
症
対
策
は
、
各
常
任
委
員
会
が

所
管
す
る
内
容
が
ま
た
が
り
、
市

政
全
般
と
な
る
こ
と
か
ら
合
同
で

審
査
す
る
こ
と
と
し
、
本
市
議
会

で
は
初
め
て
行
い
ま
し
た
。

質
疑
内
容
の
一
部
紹
介

質　

市
内
小
中
学
校
に
お
け
る
臨

時
休
業
措
置
の
状
況
と
学
校
運
営

へ
の
影
響
は
ど
う
か
。

答　

年
度
当
初
は
８
日
間
の
休
業

に
と
ど
ま
る
が
、
年
度
替
わ
り
の

時
期
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
児
童
生

徒
と
教
員
間
の
信
頼
関
係
づ
く
り

に
努
め
て
い
る
。
授
業
の
遅
れ
は

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
策
を
一
括
質
疑
す
る
初
の
３
常
任
委
員
会
連
合
審
査
会
（
全
議

員
で
構
成
）
は
６
月
17
日
、
議
場
で
行
い
ま
し
た
。
市
の
感
染
症
対
策
本
部
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
市

内
公
共
施
設
の
臨
時
休
館
・
再
開
の
状
況
、
特
別
定
額
給
付
金
事
業
、
市
の
独
自
支
援
策
な
ど
の
説
明
を
受

け
た
後
、
質
疑
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
商
工
会
か
ら
の
要
望
を
踏
ま
え
、
対
応
策
の
推

進
を
求
め
る
意
見
書
を
国
へ
提
出
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

枝が折れた奇跡の一本松を修理へ

３
常
任
委
員
会
連
合
審
査
会
を
初
開
催

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
一
括
質
疑

新型コロナ対策本部を設置


